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論文内容の要旨





































ノアシガタの 1新変種、 R.jαponicus var. rostrαtusとして記載した。また、ミヤマキンポウゲはウマノ
アシガタとは遺伝的に速い関係にあることを明らかにした。これらのことから、ウマノアシガタの含む遺
伝的多様性が、地理的な遺伝的構造を作り、そこから地岐に!崎有な分類群のいくつかがその地域で独同に
種分化を起こしていったものと推定した。
以上のように、本論文は広域分布積が内包する遺伝的多様性が種分化にどのように関わっていくのかを
検証したもので、植物分類学の分野に大きく貢献するもので、博士(理学)の学位授与に値するものと審
査した。
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